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第2期教育振興基本幹薗〈答申X案〉第1鵠総省概要~我が国の危機回避に向付た4':)の基本的方向性~
※教育緩興基本計画:教育基本法第� 17条第1項に基づき政府が策定する，教育の振興に関する総合計画(第2期計画期間:平成25-29年度}

一政正教育基本法の理念を踏 まえ教育再生を実現するため.�  I資料1-1

教育行政の4つの基本的方向性 各学犠隠階奪貫〈視点を蹟定し.成果目標・指揮.具体的方策を体系的に聾理(決頁事蝿).
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.社会を生き抜く力の養成
官官� 

四多植で密化の趣しい祉舎の中で個人の自立と樋値を困るための主体的・襲動的な力目2.→ーの舶に向一備

畠未来への飛躍を実現する人材の養成
奮佑や新たな価値を主縛・創造し.祉会の各分野を踊lレτい〈人材ー
→創造性やチャレンジ精神，リーダーシップ，日本人として匂ス77ンティティ，語学力・3.益描盟臨時一峨会ぬ叫 


ー学びのセーフティネットの構築

鰭むり沼芯託ミ円えば山崎町ポ早明

ー ~睡もがアクセスできる多様な学習樋会をM

→教育費負担軽減など学習機会の確保や安全安心な教育研究環境の確保

緯づくりと活力あるコミュニテイの形成4. 
~社会が人を宵み.人が祉舎をつ〈る好置車~

→学習を通じて多様な人が集い協働するための体制・ネットワークの形成など社会全体の

教育カの強化や，人々が主体的に社会参画し相互に支え合うための環境整備

行君臨柑ゐ:端端理鍛造吋 
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(教育投資の在防〉

.刊叩…現肝下刊の…育醐を描踏…の… 

を中心 に 充 実 を 図 る 。 ; 

-協働型・双方向型学習など質の高い教育を可能とする環境の構築

・家計における教育費負担の軽減

安全・安心な教育研究環境の構築(学校施設の耐震化など


・教育の再生は最優先の政策課題の一つであり，欧米主要国を上回る質の高い教育の� i 
i 実現が求められている。このため，将来的には恒久的な財源を確保しOECD諸国並みのi 
i 公財政支出を行うことを目指しつつ，第2期計爾期間内においては，各成果目標の達成� i 
I や基本海策の実施に必要な予算について財源を措置し，教育投資を確保していくことが;
¥必要。 .•••/ 

〈危機園避シナリオ〉
 
0個々人の自己実現，社会のr担い手」の増加.格差の改善

(生涯現役，全員参加に向けて個人の能力を最大限伸長}
 
O社会全体の生産性向上 

(グローバル4ちこ対応したイノベーションなど)
 
0一人一人の鮮の確保(社会関係資本の形成)
 事

功一人ー人が時りと自信を取り贋し.

祉舎の幅広い人々が実感でeる膚轟を実現一一


【贋誕の撤副〈舗打開に向悦手がかり}】� 今後の祉会の方向性+
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0諦めず，状況を的確に捉え自ら考え行動する力� 
Oイノベーションなど未来志向の復興，社会づくり� =争成論社会に適合し知諸を基盤とした
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O安心して必要なカを身に付けられる環境� 自立.協働.創遭モデルとしての生語学習
0人身や地域間，各国聞に存在するつながり，

祉舎を実現人と自然との共生の重要性

愈
自立・協働を通じて

更なる新たな価値を創
造してし、くことのできる

#テ誠ヨE必畢耳河急ιA

0・周珊憶の嚢書マ7
・終身雇用・年功序列等の変容
企業内教育による人材育成機
司失....iE規竃周の樋鋼
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【薗1期計置の博信】� 
0.1期計置で掴げた仰

帽 r10J事を通じて目指すペe敏宵の復』
の遣.肱い.挺途上.

自立吃手/協働
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【韓が圃の植々な強み1 f個々 人の多様な強みを引き出す品、う視点j 
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糊 ・様々 な取組を行ったが，学習意欲・学習時間，
低学力局の存在，グローバル化等への

b
F 対応，若者の内肉き志向，規範意識・ 一一'一一一1)~~襲性

一人一人が多様な、.a:-尊重しfそれぞれの
社会性等の育成など依然として線題が存在。

車・一方，コミュエティの協働による線燭解決や
ι


叩 w 個性・能力を伸ばし， 強みを生かして，ともに

マ� 

教育絡差の問題など新たな視点も浮上。
→背景には，� 品充実した人生を主体的JJj支え合い，高め合い，

一方で・..
lこ切り開いていくことのしZ社会に参画することの~
もできる生涯学習社会� F¥できる生涯学習社会ダf学校段階聞や学校・社会生活聞の接続』

0多様な文化・芸術や優れた感性� 0科学技術.rものづくりjの基盤技術� 
P勤勉性・協調性，思いやりの心 0基礎的な知識技能の平均レベルの高さ� 。人の幹� 

「十分なPDCAサイクル」の不足など "-加晴樹".，..


